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【目的】我々 ｝よ バ イオフ ィルム（BF）が微生物に とっ て どの よ うな棲息環境であるか調べ る

　ため 、 BF 間隙水中の栄養塩濃度 を毎月計測 してきた 。 その 結果 、 周 りの湖水に比べ て BF

　中の 栄養塩濃度が数十倍か ら数百倍高 く、特徴的季節変動を示すこ とがわか っ て きた 。 本

　研究で はさらに長期間にわた り栄養塩濃度測定を継続 し、 その季節変動 、 さらに栄養塩濃

　度に及ぼす光の影響を明 らか にする こ とを目的とした 。

【方法】琵琶湖の 北湖 （滋賀県高島市針江浜）と南湖 （守山市木浜）の ヨ シ と石の表面の BF

　をサンプル とし、月に
一

回採取した。また これ らのサンプル とは別 に 、 南湖の石表面の BF

　を光の 当たる側と光の 当た らない側 とに分けて採取した 。 これ らBFの 間隙水中に含まれ る

　ア ンモ ニ ウム 、 亜硝酸 、 硝酸 、 リン酸イオ ン濃度をそれぞれ 、比色法で 測定した 。

　 【結果】図 1に示 したよ うに各種栄養塩

　の 濃度は各々 特徴的な季節変動を示 した 。

　ア ンモニ ウムイオン 、 亜硝酸イオン、硝

　酸イオンは夏期に濃度が低い傾向が 、 リ

　ン酸イオン は逆に夏期 に濃度が高くなる

　傾向が見 られた 。 光の影響を調べ るため、

　光の当た る側 （表）と当た らない側 （裏）

　の BF 間隙水の栄養塩濃度を比べ て みた 。

　そ の結果、 リン酸イオンの 濃度は裏側が

表側の約 9倍、その他のイオンでは裏の

　ほうが濃度が少し高い （約 1．3〜 1．7 倍）

　こ とがわか っ た 。 イオ ンの種類によ っ て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1．BF 間隙水中の各種栄養塩濃度の季

光の影響の程度が異な る可能性があ り、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節変動パ タ
ー ン

　現在調査 を継続 して い る 。
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